
(57)【要約】

本発明は、物体において反射される光線を受ける検出素

子を持つ装置であって、光線を検出素子へ向けて偏向さ

せる手段が設けられているもの、及び前記の受信装置に

より距離を測定する方法に関する。

ドイツ連邦共和国特許出願公開第１９７１３８２６号明

細書から、車両と障害物又は先行する車両との間の距離

を求める装置が公知であり、回転する多角形鏡を使用し

て、パルス化されるレーザ光線が送信信号として二次元

空間範囲を１行ずつ走査し、この多角形鏡が異なる角度

で傾斜する複数の鏡面を持っている。物体において反射

されるパルス光線は、光学レンズにより検出素子上へ集

束される。この公知の装置は、費用をかけて製造すべき

多角形鏡を必要とするのみならず、費用のかかる電子評

価装置も必要とする。なぜならば、とりわけレーザダイ

オードを駆動するための刻時パルスが、多角形鏡の角度

位置に同期化されねばならないからである。

本発明によれば、受信装置として、多角形鏡の回転軸線

に対して特定の角度で傾斜する複数の鏡面を持つ回転す

る多角形鏡が提案されるので、反射される光線がこれら
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
物 体 に お い て 反 射 さ れ る 光 線 （ ３ ｂ ） を 受 け る 検 出 素 子 （ ９ ） を 持 つ 装 置 で あ っ て 、 反 射
さ れ る 光 線 （ ３ ｂ ） を 検 出 素 子 （ ９ ） へ 向 け て 偏 向 さ せ る 手 段 （ ７ ． ５ ） が 設 け ら れ て い
る も の に お い て 、 反 射 さ れ る 光 線 （ ３ ｂ ） を 偏 向 さ せ る 手 段 と し て 、 回 転 す る 多 角 形 鏡 （
５ ） の 回 転 軸 線 （ ６ ） に 対 し て 特 定 の 角 度 （ β ） で 傾 斜 す る 複 数 の 鏡 面 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５
ｃ ） を 持 つ 回 転 す る 多 角 形 鏡 （ ５ ） が 設 け ら れ 、 検 出 素 子 （ ９ ） が 多 角 形 鏡 （ ５ ） の 回 転
軸 線 （ ６ ） の 方 向 に 設 け ら れ 、 反 射 さ れ る 光 線 （ ３ ｂ ） を 検 出 素 子 （ ９ ） 上 へ 集 束 す る た
め 、 多 角 形 鏡 （ ５ ） の 各 鏡 面 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ） に 光 学 系 （ ７ ） が 付 属 し て 、 多 角 形 鏡
（ ５ ） に 同 期 し て 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
光 学 系 （ ７ ） が レ ン ズ 装 置 と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
光 学 系 （ ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ） が 、 近 似 的 に 多 角 形 鏡 （ ５ ） の 回 転 軸 線 （ ６ ） の 周 り の 円 状
線 上 に 設 け ら れ 、 円 状 線 上 で 隣 接 す る 光 学 系 （ ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ） の 間 に 遮 蔽 （ ８ ） が 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
多 角 形 鏡 （ ５ ） が 少 な く と も ３ つ の 鏡 面 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ） を 持 っ て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 先 行 す る 請 求 項 の １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
多 角 形 鏡 （ ５ ） が ３ つ 、 ４ つ 又 は ５ つ の 鏡 面 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ） を 持 つ 場 合 、 鏡 面 用 の
遮 蔽 （ ８ ） が そ れ ぞ れ ６ ０ ° の 開 き 角 （ α ） を 持 っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ 又
は ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
連 続 的 に 発 せ ら れ て 変 調 さ れ る 光 線 （ ３ ａ ） が 、 監 視 す べ き 空 間 範 囲 （ ４ ） を 照 ら し 、 こ
の 変 調 さ れ る 光 線 （ ３ ａ ） と 検 出 さ れ る 光 線 （ ３ ｂ ） と の 位 相 比 較 に よ り 、 監 視 す べ き 空
間 範 囲 （ ４ ） に あ る 物 体 の 距 離 が 求 め ら れ 、 多 角 形 鏡 （ ５ ） の 角 度 位 置 に よ り こ の 物 体 の
位 置 が 求 め ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 先 行 す る 請 求 項 の １ つ に 記 載 の 装 置 に よ る 距 離 測 定
方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
光 線 （ ３ ａ ） の 変 調 の た め 擬 似 雑 音 信 号 列 が 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ に 記
載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に 記 載 の 、 光 線 に よ り 照 ら さ れ る 物 体 に 対 す る 距 離 を 測 定
す る 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
障 害 物 又 は 先 行 す る 車 両 に 対 す る 距 離 を 測 定 す る た め 自 動 車 に あ る 監 視 シ ス テ ム に お い て
、 測 定 媒 体 と し て レ ー ダ パ ル ス 、 超 音 波 又 は 赤 外 線 を 使 用 す る 種 々 の 方 法 が 使 用 さ れ る 。
間 隔 を 求 め る 測 定 方 法 と し て 、 伝 搬 時 間 の 測 定 又 は 三 角 網 法 に 頼 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ７ ０ ４ ２ ２ ０ 号 明 細 書 か ら 、 車 両 か ら 障 害 物
ま で の 距 離 を 求 め る 装 置 が 公 知 で あ り 、 走 査 パ ル ス を 送 出 す る 送 信 装 置 と し て 半 導 体 レ ー
ザ 、 レ ー ダ 送 信 器 又 は 超 音 波 発 信 器 が 使 用 さ れ る 。 障 害 物 に お い て 反 射 さ れ る 送 信 信 号 が
受 信 装 置 に よ り 検 出 さ れ 、 送 信 信 号 の 送 出 と そ の 検 出 時 点 と の 間 の 時 間 を 検 出 す る 時 間 測
定 装 置 に よ り 、 障 害 物 ま で の 距 離 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
更 に ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ７ １ ３ ８ ２ ６ 号 明 細 書 か ら 公 知 の 車 両 安 全 距 離
制 御 シ ス テ ム が 公 知 で あ り 、 例 え ば 先 行 す る 車 両 の 距 離 、 方 向 又 は 速 度 の よ う な 相 対 デ ー
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タ を 求 め る た め 、 回 転 す る 多 角 形 鏡 を 使 用 し て 二 次 元 走 査 過 程 を 実 施 す る 。 こ の 装 置 で は
、 レ ー ザ ダ イ オ ー ド に よ り 発 生 さ れ る 赤 外 線 パ ル ス が 、 反 射 鏡 に よ り 、 異 な る 角 度 で 傾 斜
す る 多 数 の 鏡 面 を 持 ち 回 転 す る 多 角 形 鏡 へ 向 け て 反 射 さ れ る の で 、 多 角 形 鏡 の 異 な る 傾 斜
の 鏡 面 の た め 、 特 定 の 測 定 範 囲 が 送 信 光 線 に よ り １ 行 ず つ 走 査 さ れ る 。 こ の 測 定 範 囲 に 物
体 が あ る と 、 そ こ で 反 射 さ れ る 送 信 光 線 が 検 出 素 子 に よ っ て 検 出 さ れ る 。 パ ル ス 光 線 が 多
角 形 鏡 の 各 鏡 面 へ 向 け ら れ 、 各 鏡 面 に よ り 反 射 さ れ る 光 線 の 方 向 が 多 角 形 鏡 の 回 転 に よ り
変 化 さ れ て 、 水 平 面 に お け る 水 平 走 査 過 程 が 実 行 さ れ る こ と に よ っ て 、 二 次 元 走 査 過 程 が
行 わ れ る 。 パ ル ス 周 波 数 の 増 大 に よ っ て 、 １ 行 中 の 走 査 速 度 を 高 め る こ と が で き る 。 パ ル
ス 光 線 が 次 の 鏡 面 に よ っ て 反 射 さ れ る と 、 各 鏡 面 の 傾 斜 角 に 比 例 す る 種 々 の 高 さ 位 置 に お
い て 水 平 な 走 査 過 程 が 反 覆 さ れ る 。 こ の 走 査 過 程 は 高 さ 方 向 の 異 な る 個 所 で 反 覆 さ れ る の
で 、 そ れ に よ り 二 次 元 走 査 過 程 が 実 現 さ れ る 。 そ の 際 生 じ る 異 な る 高 さ 方 向 の 数 従 っ て 行
の 数 は 、 多 角 形 鏡 の 回 転 軸 線 に 対 し て 異 な る 傾 斜 で 設 け ら れ る 鏡 面 の 数 に 関 係 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 測 定 装 置 が 車 両 に 使 用 さ れ る と 、 先 行 す る 車 両 を 識 別 す る 走 査 過 程 を 道 路 の 傾
斜 推 移 に 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 道 路 が 車 両 の 前 で 登 り に な る と 、 先 行 す る 車
両 の 位 置 も 、 測 定 装 置 を 備 え た 車 両 の 位 置 よ り 高 く な る 。 こ の 状 況 で も 、 先 行 す る 車 両 に
よ り 反 射 さ れ る 送 信 信 号 を 確 実 に 検 出 で き る よ う に す る た め 、 測 定 の 回 数 が 高 さ 方 向 に 高
め ら れ 、 即 ち 送 信 信 号 の パ ル ス 周 波 数 が 高 め ら れ る 。 送 信 信 号 の パ ル ス 周 波 数 の こ の よ う
な 制 御 を 行 う こ と が で き る よ う に す る た め 、 車 両 に 設 け ら れ る 傾 斜 角 セ ン サ が 適 当 な 測 定
値 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 公 知 の 測 定 装 置 の 欠 点 は 、 一 方 で は 、 多 角 鏡 の 回 転 角 位 置 に 関 係 し て 送 信 器 に よ り 正
し い パ ル ス 周 波 数 の パ ル ス 光 線 を 発 生 せ ね ば な ら な い た め 費 用 の か か る 時 間 制 御 で あ り 、
他 方 で は 、 適 当 な パ ル ス 周 波 数 を 実 現 す る 送 信 器 が 必 要 な こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 っ て 本 発 明 の 課 題 は 、 最 初 に あ げ た 距 離 測 定 装 置 を 、 検 出 さ れ る 光 線 の 簡 単 な 評 価 の た
め に 改 良 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 課 題 は 請 求 項 １ の 特 徴 に よ り 解 決 さ れ 、 そ れ に よ れ ば 、 物 体 に お い て 反 射 さ れ る 光 線
の 受 信 装 置 と し て 、 回 転 す る 多 角 形 鏡 の 回 転 軸 線 に 対 し て 特 定 の 角 度 で 傾 斜 す る 複 数 の 鏡
面 を 持 つ 回 転 す る 多 角 形 鏡 が 設 け ら れ 、 反 射 さ れ る 光 線 が 、 多 角 形 鏡 の 各 鏡 面 に 付 属 す る
光 学 系 に よ り 、 多 角 形 鏡 に 同 期 し て 回 転 し 、 こ の 光 学 系 を 介 し て こ の よ う な 鏡 面 が 検 出 素
子 へ 集 束 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 本 発 明 に よ る 装 置 に よ っ て 、 測 定 範 囲 に あ る 物 体 に お い て 反 射 さ れ て 検 出 さ れ る 連 続
光 線 か ら 、 伝 搬 時 間 法 に よ り 、 多 角 形 鏡 の 角 度 位 置 に 基 い て 、 距 離 も 物 体 の 位 置 も 推 論 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
多 角 形 鏡 の 各 鏡 面 に 付 属 す る 光 学 系 は 、 な る べ く レ ン ズ 装 置 特 に た だ １ つ の レ ン ズ か ら 成
っ て い る 。 そ れ に よ り 全 受 信 装 置 に 対 し て 簡 単 な 構 造 が 生 じ る 。 本 発 明 の 別 の 好 ま し い 実
施 例 で は 、 鏡 面 に 付 属 す る 光 学 系 が 、 近 似 的 に 多 角 形 鏡 の 回 転 軸 線 の 周 り の 円 状 線 上 に あ
り 、 隣 接 す る 光 学 系 の 間 従 っ て 多 角 形 の 稜 の 範 囲 に 遮 蔽 が 設 け ら れ て い る 。 そ れ に よ り 検
出 素 子 に 関 し て 特 定 の 開 き 角 が 生 じ る の で 、 光 学 系 及 び 遮 蔽 と 共 に 回 転 す る 多 角 形 鏡 が 、
こ の 開 き 角 に よ り 、 測 定 範 囲 従 っ て 光 源 に よ り 照 ら さ れ た 範 囲 を 走 査 す る 。 更 に そ れ に よ
り ２ つ の 鏡 面 が 反 射 す る 光 源 を 同 時 で は な く 順 次 に 当 て ら れ る よ う に す る こ と が で き る 。
本 発 明 に よ る 多 角 形 鏡 は 、 所 望 の 解 像 度 に 応 じ て ３ つ 、 ４ つ 又 は ５ つ の 鏡 面 を 持 つ こ と が
で き 、 ６ ０ ° の 開 き 角 が 生 じ る よ う に 、 遮 蔽 を 構 成 す る と 有 利 な こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ る 装 置 に よ っ て 、 距 離 を 測 定 す る た め の 簡 単 な 方 法 が 実 施 さ れ 、 連 続 的 に 発 せ
ら れ て 変 調 さ れ る 光 線 が 、 測 定 範 囲 と し て の 監 視 す べ き 空 間 範 囲 を 照 ら し 、 物 体 に お い て
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反 射 さ れ て 検 出 さ れ る 光 線 と の 位 相 比 較 に よ り 物 体 の 距 離 が 求 め ら れ 、 多 角 形 鏡 の 角 度 位
置 に よ り こ の 物 体 の 位 置 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 方 法 の 別 の 改 善 は 、 光 線 を 擬 似 雑 音 信 号 で 変 調 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の よ う
に 変 調 さ れ る 光 線 に よ り 良 好 な 外 乱 信 号 抑 制 が 行 わ れ 、 そ の 際 擬 似 雑 音 信 号 と 検 出 さ れ る
信 号 と の 相 関 関 係 に よ り 、 光 線 を 反 射 す る 物 体 の 距 離 と 位 置 と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 実 施 例 が 添 付 図 面 に 関 連 し て 以 下 に 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に よ る 装 置 は 、 送 信 装 置 ２ に よ り 発 生 さ れ る 光 線 ３ ａ を 受 け る 本 発 明 の 装 置 １ を 示 し
、 光 線 ３ ａ は 空 間 範 囲 ４ へ 向 け ら れ 、 そ こ で 受 信 装 置 １ に 対 す る 距 離 を 求 め ら れ る 物 体 に
お い て 反 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
送 信 装 置 ２ は 、 光 源 と し て 、 赤 外 光 線 ３ ａ を 発 生 す る 半 導 体 レ ー ザ を 含 み 、 赤 外 光 線 ３ ａ
は 送 信 信 号 と し て 測 定 範 囲 と し て の 空 間 範 囲 ４ へ 向 け ら れ 、 そ こ で 距 離 を 求 め る べ き 物 体
（ 図 示 せ ず ） に お い て 反 射 さ れ 、 そ れ か ら 反 射 さ れ る 光 線 ３ ｂ と し て 受 信 装 置 １ に よ り 検
出 さ れ る 。 こ の 受 信 装 置 １ は 、 中 心 構 成 要 素 と し て 、 回 転 軸 線 ６ の 周 り に 回 転 し か つ 図 １
及 び ２ に 示 す よ う に 等 辺 三 角 形 を な す ３ つ の 鏡 面 を 持 つ 多 角 形 鏡 ５ を 含 ん で い る 。 更 に こ
の 多 角 形 鏡 ５ と 共 に 、 多 角 形 鏡 ５ の 鏡 面 に 対 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る ３ つ の 光 学 レ ン
ズ ７ ａ ， ７ ｂ 及 び ７ ｃ か ら 成 る レ ン ズ 装 置 ７ が 回 転 す る 。 図 １ に 示 す 多 角 形 鏡 ５ の 角 度 位
置 で 、 反 射 さ れ る 光 線 ３ ｂ が 、 レ ン ズ ７ ａ に よ り 、 こ の レ ン ズ に 対 向 す る 多 角 形 鏡 ５ の 鏡
面 ５ ａ を 介 し て 、 多 角 形 鏡 ５ の 回 転 軸 線 ６ の 方 向 に 設 け ら れ て い る 検 出 素 子 ９ 上 へ 集 束 さ
れ る 。 こ の た め 図 ３ に 示 す よ う に 、 反 射 さ れ る 光 線 ３ ｂ が こ の 鏡 面 ５ ａ に お い て 偏 向 さ れ
た 後 、 こ の 光 線 ３ ｂ が 検 出 素 子 ９ へ 当 た る よ う に 、 多 角 形 鏡 ５ の こ の 鏡 面 ５ ａ が 傾 斜 せ し
め ら れ て い る 。 こ の 多 角 形 鏡 ５ の 別 の ２ つ の 鏡 面 ５ ｂ 及 び ５ ｃ も 同 じ 傾 斜 を 持 っ て い る の
で 、 こ の 受 信 装 置 の 回 転 の 際 、 こ の 反 射 さ れ る 光 線 ３ ｂ も こ れ ら の 別 の 鏡 面 に よ り 検 出 素
子 ９ の 方 へ 偏 向 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
光 学 レ ン ズ ７ ａ ７ ｂ 及 び ７ ｃ の 間 に は 、 そ れ ぞ れ 遮 蔽 ８ が 多 角 形 鏡 ５ の 周 り に 円 線 状 に 設
け ら れ 、 そ れ に よ り 図 ２ に 示 す よ う に 所 定 の 開 き 角 α で 測 定 範 囲 ４ を 走 査 す る 。 こ の 遮 蔽
８ が な け れ ば 、 等 辺 三 角 形 を な す 多 角 形 鏡 ５ の 断 面 の た め １ ２ ０ ° の 開 き 角 が 生 じ て し ま
い 、 多 角 形 鏡 の 特 定 の 角 度 位 置 で 、 同 時 に ２ つ の 隣 接 す る 鏡 面 へ 光 線 が 当 た る と い う 欠 点
が あ る 。 従 っ て 開 き 角 α が 例 え ば ６ ０ ° で あ る よ う に 、 こ の 遮 蔽 ８ を 構 成 す る の が 有 利 で
あ る 。 受 信 装 置 １ の 回 転 の た め 、 空 間 範 囲 ４ が 開 き 角 α で 走 査 さ れ 、 反 射 さ れ る 光 線 は 検
出 素 子 ９ 上 へ 集 束 さ れ 、 こ の 検 出 素 子 の 受 信 信 号 か ら 、 例 え ば 位 相 伝 搬 時 間 法 に よ り 物 体
の 距 離 が 求 め ら れ 、 多 角 形 鏡 の 角 度 位 置 か ら そ の 位 置 が 求 め ら れ る 。 ３ 辺 の 多 角 形 鏡 ５ の
代 わ り に 、 ４ つ 又 は ５ つ の 鏡 面 を 持 つ 多 角 形 鏡 を 使 用 す る と 、 こ の 装 置 の 解 像 力 を 高 め る
こ と が で き 、 そ の 際 同 時 に 上 述 し た 遮 蔽 に よ り 同 様 に ６ ０ ° の 開 き 角 が 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
装 置 が 図 １ に よ り 自 動 車 の 放 熱 器 グ リ ル の 範 囲 に 設 け ら れ る と 、 約 ４ ５ ° の 開 き 角 を 持 つ
光 線 ３ ａ が 垂 直 方 向 に ８ ° の 角 度 で 測 定 範 囲 ４ へ 向 け ら れ る よ う に 、 送 信 装 置 ２ が 設 け ら
れ て い る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ に よ る ブ ロ ッ ク 線 図 に よ り 、 図 １ に よ る 装 置 を 使 用 す る 距 離 測 定 方 法 を 説 明 す る 。 既
に 上 述 し た よ う に 、 送 信 装 置 ２ は 、 駆 動 回 路 を 持 つ 半 導 体 レ ー ザ ダ イ オ ー ド 又 は 赤 外 線 送
信 ダ イ オ ー ド を 含 ん で い る 。 変 調 さ れ る 連 続 送 信 信 号 を 発 生 す る 送 信 装 置 ２ の こ の よ う な
ダ イ オ ー ド １ ２ を 駆 動 す る た め 、 信 号 源 と し て の 発 振 器 （ Ｌ ． Ｏ ） １ ０ に よ り 、 周 波 数 ｆ

０ を 持 つ 搬 送 波 信 号 が 発 生 さ れ 、 変 調 器 （ Ｍ １ ） １ １ に よ り 擬 似 雑 音 信 号 発 生 器 （ Ｐ Ｒ Ｓ
－ Ｇ ） １ ３ に よ り 発 生 さ れ る 擬 似 雑 音 列 に 従 っ て 変 調 さ れ る 。 こ の よ う に 変 調 さ れ る 搬 送
波 信 号 に よ り 、 送 信 装 置 ２ の 送 信 ダ イ オ ー ド １ ２ が 駆 動 さ れ 、 そ れ に よ り 送 信 信 号 と し て
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擬 似 雑 音 信 号 を 発 生 し 、 こ の 送 信 信 号 が 光 線 ３ ａ と し て 測 定 範 囲 ４ へ 向 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
光 線 ３ ｂ と し て 反 射 さ れ る 信 号 は 、 光 学 レ ン ズ ７ に よ り 多 角 形 鏡 ５ を 介 し て 検 出 素 子 ９ へ
集 束 さ れ 、 こ の 検 出 素 子 が 適 当 な 受 信 信 号 を 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 受 信 信 号 は 、 場 合 に よ っ て は 、 増 幅 さ れ 、 遅 延 回 路 １ ４ に よ り 遅 延 さ れ る 擬 似 雑 音 発
生 器 １ ３ の 擬 似 雑 音 信 号 と 混 合 す る た め 、 混 合 器 （ Ｍ ２ ） １ ６ へ 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に
し て 発 生 さ れ る 信 号 は 、 送 信 信 号 と 受 信 信 号 と の 相 関 関 係 を 求 め る た め 、 相 関 器 １ ７ へ 送
ら れ 、 こ の 相 関 器 の 相 関 関 係 結 果 が 、 距 離 を 求 め る 評 価 装 置 １ ８ に よ り 評 価 さ れ る 。 検 出
器 １ ９ に よ り 検 出 さ れ る 図 １ の 受 信 装 置 １ の 角 度 位 置 と 共 に 、 評 価 装 置 １ ８ が 、 測 定 範 囲
４ に お い て 検 出 さ れ る 物 体 の 方 向 も 求 め る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
擬 似 雑 音 信 号 発 生 器 １ ３ に よ り 発 生 さ れ る 擬 似 雑 音 信 号 列 が 、 変 調 さ れ る 送 信 信 号 を 発 生
す る ほ か に 、 同 時 に 受 信 さ れ る 測 定 信 号 と 比 較 さ れ る 基 準 信 号 と し て も 役 立 つ 。 こ の 比 較
の 結 果 が 、 検 出 さ れ る 物 体 に 対 す る 距 離 に つ い て の 量 的 情 報 を 与 え る 。 受 信 さ れ る 光 信 号
を 測 定 技 術 的 に 評 価 す る た め 自 動 相 関 関 係 の 使 用 は 、 外 乱 信 号 に 関 す る 高 い フ ィ ル タ 効 果
の た め 、 特 に 自 動 車 分 野 に お い て 使 用 す る 際 、 外 乱 の 影 響 の 高 い 受 け 易 さ を 生 じ る 。 な ぜ
な ら ば 、 類 似 な 構 造 様 式 の 装 置 に よ り 自 動 車 の 分 野 に お い て 発 生 さ れ る 外 乱 信 号 は 、 使 用
さ れ る 測 定 信 号 と の 類 似 性 を 典 型 的 に あ ま り 持 っ て い な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
従 っ て 図 １ に よ る 装 置 は 、 自 動 相 関 関 係 の 上 述 し た 測 定 原 理 と 共 に 、 先 行 す る 車 両 に 対 す
る 距 離 の 測 定 に 有 利 に 使 用 さ れ る の み な ら ず 、 距 離 制 御 の た め 又 は 前 衝 突 装 置 に も 使 用 さ
れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ り 送 信 装 置 に よ り 発 生 さ れ る 光 線 の 光 路 に よ り 距 離 を 測 定 す る 装 置 の
概 略 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 １ に よ る 装 置 の 平 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 １ に よ る 装 置 の 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 １ に よ る 本 発 明 の 動 作 態 様 を 説 明 す る た め の 概 略 ブ ロ ッ ク 線 図 を 示 す 。
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【要約の続き】
の鏡面において転向され、光学系により検出素子上へ集束される。
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